
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救命活動は、ふぁみさぽの活動に関わらず、

急病人や怪我人が出た際、その場に居合わせた

方による迅速な対応を行うことで、その後の治

療や救命に良い結果をもたらすことができま

す。預かる会員は、最低でも 5年に 1 回の受講

が必要となります。消防署の救命講習は、コロ

ナの影響で開催の機会が少なくなっています。

チャンスがあれば、是非ご参加ください。 

新年度がスタートして、初めてのお便りです。皆様の中にも新入園・新入学等で新しい環境での生活が始まった方

もいらっしゃるかと思います。さやまファミリー・サポート・センターは、子育て世帯のニーズや困りごとに一つで

も多く対応できるように、地域の子育て支援の一つとして皆様の活動を支えていきたいと思います。今後も安心安全

なサポートを目指して参りますので、皆様のご理解・ご協力よろしくお願いいたします。 

・引越しや市内への住所変更は、必ずセンターへ連絡してください。住所不在で郵送物が戻ってきたときに、

会員ご本人と連絡がつかない場合は、退会の処理をさせていただきます。また、「お子さんが生まれた」「保

育園・幼稚園入園が決まった」など会員登録時と状況が変わった時もセンターへご連絡してください。 

・援助活動中に万が一事故が起きた際は、必ずその場でセンターへご連絡してください。 

・ハガキ「令和 4 年度活動調査票」は必ずセンターへご提出ください。 

・助成金申請の関係で報告書の提出は翌月 5日厳守でお願い致します。コロナウイルス感染拡大防止対策と

して、報告書は郵送・社協ポストへ投函していただいても構いません。 

・進学進級によりお迎え場所が変更する際は、各施設への書類提出が必要となります。センターが手続きし

ますので、連絡してください。 

・お願いしているお手伝いが終了した時には、預ける会員からお手伝いのお礼の連絡を預かる会員にしてく

ださい。その時には、交換した書類（援助内容確認票・事前打ち合わせ書類）、個人情報の破棄もお互いに

してください。 

【日程】7/６(水)・11/９(水)・2/８(水) 

 

アドバイザー、預かる会員が市内の子育て支援施設へ出

向き、入会登録会を実施しています！ 

登録手続きの最中は、預かる会員がお子さんを見守り、

保護者が落ち着いて登録手続きを進められるよう取り組

んでいます。 

全
会
員
へ 

預
か
る
会
員
へ 

預
け
る
会
員
へ 

【保健センター】乳幼児健康相談にあわせて月 1回…予約不要 

【子育てプレイス】広瀬、奥富、稲荷山、新狭山、水野…要予約 

【児童館】狭山台…要予約 

【総合子育て支援センター】６月、１２月…要予約 

 ※日程の詳細については、ホームページをご覧ください。 

 

社会福祉法人  狭山市社会福祉協議会 

 

さやまファミリー･サポート･センター 

ＴＥＬ２003－3849（直通） 

 

令和４年４月  会員数 9３６名 

預ける会員 7２５名・預かる会員 1６０名・両方会員 5１名 

さやまファミリー・サポート・センターだより 

～令和４年１月１４日 狭山消防署「幼児救命救急講習」～ 

救命講習の受講をお願いします 

サポートを行う上で、いざとい

う時に命を守る大切な技術知識。 

子ども達の安全のために繰り返し

学びます。 

～令和４年１月１８日 総合子育て支援センター職員「子どもの遊び（実技）」～ 

５年に１回の受講を 

1 つ 1 つの動作をじ

っくり教えて頂いたの

で身についたと思いま

す。胸骨圧迫で腕や指

が疲れた時の代替方法

を聞けて良かったで

す。もしもの時に動け

るようしっかり覚えて

おきます。 藤盛さん 

お願いします 

廃材を使ったおもちゃ作

り。子どもの成長を促す要素

が詰まっていました！ 

絵本の読み聞かせや手遊

び歌に懐かしみながら、楽し

く学びました。 

預かる会員さんはもちろん、預ける会員さん

たちのご参加もお待ちしております。会員でな

くても受講 OKです。 

 

どなたでも参加 OK！ 

春の講座は土曜日を中心に日程を組みま

した。平日はお仕事等で都合がつかない方

も、是非この機会に受講ください！ 

秋冬は平日開講となります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

預かる会員として援助活動をする他、定期的な会議への参

加や登録会でのお子さんの見守り、交流会の企画・準備など

をしています。また、市民の皆様にふぁみさぽを知っていた

だくための広報活動にもご協力いただいています。 

社協、サブリーダーの皆様、会員の皆様と出会い、繋

がりを持て、一緒に学び、楽しくおしゃべりをした時間

はかけがえのない大切な経験です。今まで優しくサポー

トしていただいた皆様に感謝致します。ありがとうござ

いました。  （西地区旧サブリーダー 瀧口 恵） 

 

今年度のふぁみさぽメンバーは、「浦野愛・神田知加子・菊地里香・

松尾礼子」の４名で皆さんの素晴らしい出会いのお手伝いをさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

４月よりファミリー・サポート・センターの

アドバイザーになりました、浦野と申します。

前任の神田（浩）より引き継ぎ、西地区を担当

させていただきます。預ける会員さん、預か

る会員さんの両方にとって良いサポートにな

るようお手伝いしたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。（浦野 愛） 

 

瀧口さん、鈴木さんお世話になりました。これからは預かる会員としてよろしくお願いいたします。 
2 月 9 日(水)に Zoom を用いて、「ふぁみカフェ」を開催しました。当日は、預かる会員１２名、預け

る会員１名、両方会員２名にご参加いただきました。講座では、ご自身で簡単に出来るマッサージを教え

ていただきました。 

サブリーダーとは 

西地区（川田・原田） 

柏原、つつじ野、広瀬、 

上広瀬、下広瀬、広瀬東、 

広瀬台、根岸、笹井、 

鵜ノ木、稲荷山、入間川 1～

4 丁目（入間市、飯能市） 東地区（近藤・大澤・堤） 

堀兼、中新田、上赤坂、

富士見、水野、北入曽、

南入曽、（所沢市） 

 

中地区サブリーダーになりました平川

です。先輩サブリーダーさんにご指導い

ただき頑張りたいと思います。宜しくお

願い致します。 

（中地区新サブリーダー 平川 洋子） 

中地区（中西・平川） 

上奥富、下奥富、新狭山、

狭山、沢、青栁、加佐志、

東三ツ木、狭山台、中央、

祇園、入間川（川越市） 

 

４月より東口事務所の地域福祉担当に異

動となりました。長い間、皆様と一緒に子育

て支援に携わってきましたが、今度は地域の

方々の支援を中心に努めていきます。ここ

で、ふぁみさぽから離れることになります

が、今後もこそだて支援を応援する思いは変

わりませんし、皆様と一緒だったからこそで

きた支援がたくさんあると思っています。私

の声掛けに力を貸して頂きありがとうござ

いました。感謝の気持ちでいっぱいです。大

変お世話になりました。今後の皆様のご活躍

を応援しております。（神田 浩子） 

令和 4 年度職員・アドバイザー 

数年前まで預けることの多かった

私ですが、ここで人との繋がりやあた

たかさを感じ私が出来ることをしよ

うとお引き受け致しました。宜しくお

願い致します。 

（東地区新サブリーダー 堤 亜弓） 

 

コロナ禍になり思うような活動ができませんでした

が、楽しい思い出もいっぱいです。7年間ありがとうご

ざいました。これからの新しい出会いも楽しみにしてい

ます♪   （中地区旧サブリーダー 鈴木 由記子） 

 

講師 細野 恵美 氏 

サロン【Hearty hearty】 
日々のちょっとした心掛けを継続する大切さを実感しました！ 

頭皮の構造やマッサージ効

果を学んだ後、実技に移りまし

た。 

センターから参加者にお配

りしたラベンダーオイルの香

りで癒しのひと時を過ごしま

した♪ 

 センターでは、援助活動を行う預かる会員の皆さんに「ヒヤリハット報告書」を配付し、事故につながる恐れ

のあった行動や会員の方が気を付けている事を共有することで、活動中の怪我や事故を未然に防止する取り組み

を行っています。提出いただいたヒヤリハット事例を集計し、下記の円グラフに表出しました。 

3 月 9 日（水）のサブリーダー会議にて、集

計したヒヤリハット事例をサブリーダーも交え

ながら、これまでに経験したことを踏まえて共

有し、安全と事故予防の基本について確認しま

した。身近な場面に、ヒヤリとする事例が多くあ

ることが理解できました。これからも活動いた

だく皆さんとともに、安心・安全な活動を目指し

て取り組んでまいりたいと思います。 

➀ 

③ 
④ 

⑥ 

⑦ 

 今回は、送迎のサポートに関するヒヤリ

ハットが多く集まりました。 

「③接触…29％」では、「自転車や下

校中の子どもとの接触に注意を払う」「車

両ドアに手を挟まないようにした」など、

会員さんによる細心の注意や心掛けが見受

けられました。「⑦その他」では、「バス

の中でトイレに行きたいと言われた」とい

ったヒヤリがあったそうで、保育施設を出

る前の一声の大切さを再確認できました。 

＜寄せられた事例＞ 

平川さん、堤さん、これからもよろしくお願いいたします！ 

チャイルドシートのベルトが緩く、いつの間にか片方の

腕が抜けていた。途中で駐停車ができなかった為、そのま

ま走行した。 

・出発前のシートの点検を習慣化する。 

・シートの紐をタオルで結ぶなど対策を行い、子ども

が動いても抜けることが無いようにする。 

＜対応＞ 

上段左から（川田、大澤、近藤、中西） 

下段左から（原田、堤、平川） 


